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1'.[,:l,'1＇.，脂血症の如雪自家rf1 7'.j ，敗血症， ：l'I-九 Lテタヌ λ＇•L チフスγ手の停泊的． バセドウ氏約
lji｝伏1以腫， !._f_2_こL~病等内分泌臓緑川的~j>i;i u~f:I こ 11くる も の， 可・の如く bckannte l＇γrsachc 
として宵定1-,米作る）Ji¥j I、lに依って起るい）仁11•1tisl'1eχustincleそ外Li.卜l'll'ilfqitJ病と巾してゐ
るのであります。之に反し，今まで知られざる！日凶に囚って起る Sじhiz0phrenie,manisch-
depressives Irrcssein 'H：の如きは内因性精1fitj1病と云はれてゐるのであ ります。
議 波 47D 
飴談はさてゐき，然らば手術後精神病はどういふ地位に立っかと fjlしますに，前；主の如
く外国性帥ち知られたる原因，例へば腎臓炎，脂血症，しチフス寸，打撲症等に因って起る





























III. 産婦人利手術で，子宮射出が14-Z例中1例，卯民投臆がmo例 r ［~l例，











＇，~＇！ I乙一主主するものであります。との事賞よりして，手術の後にうkる psychische Zustiinde 
が；－！：して特有のもので無く手術後精神病とは言ふものの，手術の後l'L＊た exogeneReakti-
onsfcリrmと，fふ事がH＇，？￥ると忠ふのであります。
Kleistの Lモ ノクラフ「 IC(Jdlば斯く多数の手術のri-t僅か10例のみが Psychosenzustanc!
を呈して居ると言ふτJf1土，手術その物が直接のlf1HI¥では友 くして他に Mitbedingungがあ
るのでは無ー からうかと考へるのは首然の事であ ります。そζでと’tのものの病歴を見まず
に，精中1病の道一仰， 間質， 術前に手Wrl亡到する大友る恐怖をfrせる’年の やychapothische
A11lageのあった者が10例中5例まで時められたので・あります。完工ほ， Kleistがこれを提唱
します迄は， 9卜H宮中lこは手術後半前1ri病は侍〔染の鼠IC起る，すひ換へますたらば停染の無
い手 iilli後~i!fi1i1!1州は無いと栴して居丈’のでありまが， Kleist ，古ぐはf耳4染l亡開｛系の無いものを手
Wif麦、＊；！i
雨IJL'、l と 1主るものはI1·~い志；日J；の玉t目｛て、あ ります。手術を受ける患者は原疾病の民柴養不良と
友 IJ。痩せ， 表,f~（ IC陥ってゐる事は什杭の御承知の通りでありますが， Kleistはとれを
negative Erschop「ung と栴し ま した。之に l正し柴養不良の民欄内に生じた ~1-1間新陳代謝!Jo/J
＇｛＇（＂の r~に 自家中毒を起すものを positive J<'.1・scli叩「ungと稿し特に痛の如き揚合はとれに 1'1
るのだと ，ill ~、て居 り ます。向ほ，肝臓，謄道の手争ftjの時は一II寺的に肝臓の機能ff7.li'J を起す
がi:l',l'L白米，，毒を起す機曾が多いのむあらうと｝｝へられるのであります。
ーた l乙，か L る psychつtischeχu~Lrnri は下術後何日位lζ起るかと £11 しますに， ,J!弘めて怖に
は手術の直後l乙オとるものがあってとれを pry;topaile¥・cFrlihpsychoseと言ひます。 Xi：し普通
は；3日！｜からゴ週間自の間に起るものが多く，とれを posloperati山 IntervalI psychoseと糾し
て居ます。 15日以上たって起るものを やιitpsychoseと言ひますが， 果してとれが手術の
J.：~にj出るものであるか否かは明かで烈t く，従って下Wi後1Wr1;q1病に入る可きや f~やは疑問と









の鴻f'Z: J{ocher 氏手Wrを受けました。所が， 3日目になって興奮し，意識混i闘し，他人の －~；－
ふ言葉を理解せ-r，病床に立ち上り大聾を立てて暴れる。糊帯交換r[1LIT'J＇日旋行をした u
和歌山 ~c行き今師って＊た。 2 つの傷があるが 1 つは他の人のを借りて来たんだからその
協を返して呉れ。先生には何も言はす，f'Z:置いて央れ。 掛物の山が動いて自分に迫って31ミ





下となり，白血球減少， i~:t巴球I曾多がありました。との貧困1は Whipple の肝臓療法に依り
恢復しまし穴が，手術後3年にして肝特移の鵠lて遂に鬼籍に入りました。
最後に治療でありますが，とれには先づ第1IL心臓機能の保護が心要であります。第 2
には利尿に討＝意し，第3fζは韓（伎の人uswaschungのi書店Hち（〕山ebsaustauschを盛lとする15;
ICリングJレ氏液，葡萄糖i伎の大量を注射します。興奮が甚しくイよI民の際l乙は遁首の鎮静剤，
催腿剤を ~ilへるのは申すまでもありません。
（以上ノ、木村潔博士ガ去Jレ昭和7年10月20日京都外科集談曾ユテ nサレタノレ特別講演ノ憶記デア
ル。文責ノ、凡テ編暢者＝在リ。）
